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出典：令和６年７月河川空間のオープン化活用事例集（国土交通省水管理・国土保全局）
https://www.mlit.go.jp/river/riyou/main/kasenshikichi/pdf/jirei_kasenkukan_2408.pdf

オープン化が適用される要件
○河川敷地を利用する区域、施設、
主体について地域の合意が図られて
いること。

○通常の占用許可でも満たすべき各種
基準に該当すること。（治水上及び
利水上の支障がないこと等）

○都市・地域の再生及び河川敷地の
適正な利用に資すること。



事例：埼玉県ときがわ町 都幾川 （占用主体：公共）
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区域名称 ときがわ町「川の広場」

概要 水辺再生事業で整備した河川敷地を活用。車両の乗り入
れが可能なデイキャンプ場として賑わい空間を創出して
いる。バーベキュー場としての初の制度適用。

河川管理者 埼玉県知事

占用主体 ときがわ町長（第１号）

占用施設 広場、広場と一体をなすバーベキュー場及び売店等

合意方法 ときがわ町川の広場河川利用調整協議会

許可期間 ５年

出典：令和６年７月河川空間のオープン化活用事例集（国土交通省水管理・国土保全局）



事例：東京都台東区 隅田川（占用主体：民間）
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区域名称 隅田公園オープンカフェ

概要 隅田川の水辺とその周辺地域に恒常的な賑わいを創出し、地域の
活性化を図ることを目的として、東京スカイツリーを臨む絶好の
ビューポイントである台東区立隅田公園内の河川区域に、水辺空
間を活用したオープンカフェを出店している。

河川管理者 東京都知事

占用主体 タリーズコーヒージャパン（株）（第２号）

占用施設 広場及び遊歩道と一体をなすオープンカフェ

合意方法 隅田公園オープンカフェ協議会

許可期間 １０年

出典：令和６年７月河川空間のオープン化活用事例集（国土交通省水管理・国土保全局）


